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ホ
の
画
像
で
Ｏ
Ｋ
）
ま
た
は
修
理
見
積
書
等
、
印

鑑
が
必
要
な
場
合
が
多
い
で
す
が
、
本
人
確
認
書

類
だ
け
で
大
丈
夫
な
自
治
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。被
害
状
況
が
分
か
る
写
真
と

し
て
、「
建
物
の
全
景
」「
建
物
の
損
壊
部
分
」「
建
物

の
傾
き
」
等
、
可
能
な
限
り
被
害
状
況
を
把
握
で

き
る
写
真
を
複
数
枚
用
意
し
ま
し
ょ
う【
図
表
１
】。

　

罹
災
証
明
等
を
行
う
に
あ
た
り
、
被
害
箇
所
の

調
査
が
行
わ
れ
る
の
で
、
必
ず
修
復
す
る
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
修
復
を
す
る
場
合
は
、
必
ず

修
復
前
の
写
真
を
撮
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
）。申
請

前
に
修
復
し
て
し
ま
う
と
、罹
災
証
明
書
が
発
行
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
が
被
災
し
た
場
合
、
そ
の
再
建
に
利
用
し

た
い
２
つ
の
制
度
が
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
」
と
「
災
害
復
興
住
宅
融
資
」
で
す
。

　
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
」
は
、
自
然
災

害
が
原
因
で
、
住
宅
に
一
定
の
被
害
を
受
け
た
場

合
、
行
政
か
ら
支
援
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
、「
基
礎
支
援
金
」
と
「
加
算
支
援
金
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
が
５
月
25
日
に
公
表
し
た
首
都
直
下
地

震
の
被
害
想
定
は
、
最
大
６
１
４
８
人
の
死
者
、

負
傷
者
９
万
３
４
３
５
人
、
建
物
全
壊
・
焼
失

19
万
４
４
３
１
棟
、
避
難
者
２
９
９
万
３
７
１
３

人
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
の
発
生
確
率
は
今
後

30
年
間
で
70
％
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
ど
こ
か
で
水
害
が
、
ま

た
大
小
の
規
模
は
あ
り
ま
す
が
地
震
も
起
き
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
な
く
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
災
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
被
害
を
抑
え
、
復
興
で
き
る
か
を
、
熊
本

地
震
と
九
州
豪
雨
を
体
験
し
、
相
談
を
受
け
た

立
場
か
ら
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
よ
り
家
計
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
？

　

近
年
の
自
然
災
害
は
地
震
に
よ
る
災
害
と
大
雨

に
よ
る
水
害
が
多
く
、
人
の
生
命
や
身
体
に
対
す

る
損
害
、
家
や
家
財
な
ど
資
産
に
対
す
る
損
害
、

停
電
や
断
水
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
対
す
る
損

害
が
発
生
し
ま
す
。さ
ら
に
工
場
や
店
舗
が
損
害

を
受
け
た
場
合
、休
業
や
店
舗
閉
鎖
、廃
業
な
ど
に

よ
り
従
業
員
は
失
職
し
た
り
、
自
営
業
の
場
合
は

廃
業
し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
長
期
間
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

場
合
、
家
計
の
収
入
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
移
動
や

仮
住
ま
い
の
費
用
な
ど
で
支
出
が
増
え
、
結
果
と

し
て
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
然
災
害
に
遭
っ
た
時
の

公
的
支
援
制
度

　

災
害
後
に
最
も
役
に
立
つ
の
が
公
的
支
援
で
す
。

た
だ
し
、
災
害
対
策
の
支
援
制
度
の
ほ
と
ん
ど
で

「
罹
災
証
明
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
罹

災
証
明
書
の
発
行
は
、
自
然
災
害
の
場
合
は
市
区

町
村
役
場
に
、
火
災
の
場
合
は
消
防
署
に
申
請
し

ま
す
。
そ
の
後
、
被
災
者
の
申
請
に
よ
り
各
市
区

町
村
が
家
屋
な
ど
の
被
害
の
状
況
を
調
査
し
て
、

「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半
壊
」「
一
部
損
壊
」

な
ど
被
害
程
度
の
認
定
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
被
害
状
況
が
分
か
る
写
真
（
ス
マ
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要
な
こ
と
は
、
当
面
の
お
金
の
準
備
で
す
。
基
本

生
活
費（
食
費
や
水
道
光
熱
費
、衣
服
代
等
）の
６
ヶ

月
分
を
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
際
、
一
部
は
現
金
で
手
元
に
持
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
、
停
電
が
続
く
と
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
が
利
用
で
き
ず
、

レ
ジ
も
使
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ま

た
、
紙
幣
の
場
合
破
損
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
１
０
０
円
玉
や
５
０
０
円
玉
な
ど
硬
貨
で

１
万
円
程
度
防
災
グ
ッ
ズ
に
入
れ
て
お
く
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

通
帳
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
印
鑑
な
ど
を
紛

失
し
た
場
合
で
す
が
、
本
人
確
認
さ
え
で
き
れ
ば

一
定
金
額
ま
で
預
金
の
引
き
出
し
に
応
じ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
と

き
も
、
多
く
の
金
融
機
関
が
10
万
円
ま
で
引
き
出

し
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。
逆
に
本
人
確
認
書
類
が

無
け
れ
ば
少
し
面
倒
に
な
り
ま
す
。
通
帳
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
再
発
行
で
は
本
人
確
認
が
必
要

だ
か
ら
で
す
。
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
を
常
に
携
帯
し
て
お
き
、

紛
失
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

預
金
以
外
の
財
産
は
自
宅
に
保
有
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
住
ま
い
の
安
全
対
策
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
災
害
に
強
い
土
地
」
を
選

び
ま
し
ょ
う
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
「
対
象
地

が
周
り
の
土
地
よ
り
低
い
位
置
に
な
い
か
」、
逆
に

「
対
象
地
が
周
り
の
土
地
よ
り
高
く
、
擁
壁
が
あ

る
場
合
、
そ
こ
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
な
い
か
」
な

ど
で
す
。
対
象
地
の
あ
る
自
治
体
が
作
成
し
て
い

　

ど
う
し
て
も
返
済
が
難
し
い
場
合
は
、「
自
然

災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
れ

は
震
災
等
で
借
金（
住
宅
ロ
ー
ン
や
事
業
性
ロ
ー
ン

等
）
の
返
済
が
困
難
に
な
っ
た
人
や
、近
い
将
来
に

返
済
で
き
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人
が
、
法
的

破
産
手
続
き
に
よ
ら
ず
に
、
債
権
者
と
債
務
者
の

合
意
に
基
づ
き
、
債
務
整
理
を
行
う
際
の
準
則
と

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。「
自
然
災
害

に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
は
、次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①�

国
の
補
助
に
よ
り
、
弁
護
士
等
の
「
登
録
支
援

専
門
家
」
に
よ
る
手
続
支
援
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

被
災
状
況
や
生
活
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、
財
産

の
一
部
を
、
借
金
（
ロ
ー
ン
）
の
支
払
い
に
充
て

ず
に
、
手
元
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③�

破
産
等
の
手
続
き
と
は
異
な
り
、
債
務
整
理
を

し
た
こ
と
は
個
人
信
用
情
報
と
し
て
登
録
さ
れ

な
い
た
め
、
そ
の
後
の
新
た
な
借
入
れ
に
影
響

が
及
び
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

を
抱
え
て
い
る
被
災
者
が
、
被
災
後
に
住
宅
の

新
築
・
購
入
、
補
修
、
宅
地
購
入
等
を
行
う
に
あ

た
り
新
た
に
借
入
れ
を
行
っ
た
場
合
、
被
災
し
た

住
宅
の
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
の
利
子
相
当
額
を
補
助

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
に
対
し
、
家
計
は

ど
の
よ
う
な
備
え
が
で
き
る
の
か

　

自
然
災
害
に
対
す
る
家
計
の
備
え
で
、
ま
ず
必

　

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
た「
基
礎
支
援
金
」は
、

住
宅
の
罹
災
証
明
で
認
定
さ
れ
た
被
害
程
度
（
全

壊
、
大
規
模
半
壊
、
中
規
模
半
壊
）
を
基
準
に
支

給
さ
れ
、
解
体
世
帯
や
長
期
避
難
世
帯
に
も
同
様

の
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。「
加
算
支
援
金
」
は
住
宅

の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
家
が
全
壊
し
た
場
合
、
基
礎
支
援
金
と

し
て
１
０
０
万
円
支
給
さ
れ
、
同
じ
人
が
家
を
新

築
す
る
際
は
加
算
支
援
金
と
し
て
２
０
０
万
円
が

さ
ら
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
窓
口
は
市
区
町
村

で
、
基
礎
支
援
金
は
罹
災
証
明
書
や
住
民
票
な
ど
、

加
算
支
援
金
は
契
約
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
「
災
害
復
興
住
宅
融
資
」（
窓
口
は
住
宅
金

融
支
援
機
構
）
は
、
災
害
で
住
宅
が
全
壊
、
大

規
模
半
壊
、
中
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
し
た

旨
の
「
罹
災
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
て
い
る

人
が
利
用
で
き
る
住
宅
復
旧
の
た
め
の
融
資
で
す
。

住
宅
の
再
建
の
例
を
挙
げ
る
と
、
土
地
を
取
得
す

る
場
合
は
３
７
０
０
万
円
、
土
地
の
取
得
を
し
な

い
場
合
は
２
７
０
０
万
円
ま
で
融
資
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

被
災
し
た
住
宅
が

住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
中
の
場
合

　

住
宅
が
被
害
を
受
け
、
住
め
な
く
な
っ
た
と
し

て
も
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

支
払
い
が
厳
し
い
場
合
に
は
、
金
融
機
関
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
当
面
の
間
、元
金
の
据
え
置
き（
利

息
だ
け
払
う
）、
返
済
の
据
え
置
き
、
返
済
期
間
の

延
長
、
返
済
額
の
引
下
げ
な
ど
、
返
済
方
法
の

見
直
し
に
応
じ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【図表１】被災後の生活再建の手順例
＞＞＞ 住まいとライフプラン　

●罹災証明の取得
●被災箇所の写真撮影

被災
●保険の申請
●�被災者再建支援制度
（基礎支援金）
●減税申請など

「生活」
の再建

●�被災者再建支援制度
（加算支援金）
●災害復興住宅融資

「住宅」
の再建
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提
で
す
。
補
償
内
容
と
し
て
は
、
居
住
用
の
建

物
お
よ
び
家
財
（
生
活
用
動
産
）
と
な
り
ま
す
。

注
意
点
と
し
て
は
、
火
災
保
険
の
保
険
金
額
の

30
％
～
50
％
の
範
囲
内
で
地
震
保
険
の
保
険
金

額
が
決
ま
り
、
建
物
は
５
０
０
０
万
円
、
家
財
は

１
０
０
０
万
円
が
限
度
と
な
る
こ
と
で
す
。
つ
ま

り
、
損
失
分
全
部
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
保
険
金
の
支
払
い
は
、
保
険
の
対
象
と
な

る
居
住
用
建
物
ま
た
は
家
財
が
全
損
、
大
半
損
、

小
半
損
、
一
部
損
と
な
っ
た
と
き
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
保
険
金
の
額
も
損
害
程
度
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
災
時
に
知
っ
て
お
き
た
い

お
金
の
こ
と

　

被
災
し
た
直
後
は
、
衣
食
住
の
確
保
が
何
よ
り

重
要
で
す
が
、
災
害
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
３
日
～
２

週
間
程
度
で
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
生
活
再

建
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
先
に
述
べ
た
火

災
保
険
や
地
震
保
険
、
支
援
金
や
助
成
金
等
の
申

請
を
行
い
ま
す
。
後
者
は
都
道
府
県
や
市
区
町
村

の
生
活
再
建
支
援
課
等
の
担
当
部
署
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
税
や
固
定
資
産
税
、自
動
車
税
な
ど

税
金
や
国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
な

ど
の
社
会
保
険
料
な
ど
が
減
免
ま
た
は
猶
予
さ
れ

た
り
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
罹
災
証
明

書
の
取
得
が
必
要
な
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
税
関
係
で
い
え
ば
、「
災
害
減
免
法
」
ま
た

は
「
雑
損
控
除
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
、

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
や
火
災
、
盗
難
な

ど
で
生
活
用
の
住
宅
や
家
財
道
具
な
ど
に
損
害
が

で
し
ょ
う
。
被
災
直
後
は
家
族
で
そ
こ
に
避
難
し
、

過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

火
災
保
険
で
自
然
災
害
に
備
え
る

　

建
物
や
家
財
に
損
害
が
発
生
し
た
と
き
頼
り
に

な
る
の
が
「
火
災
保
険
」
で
す
。
火
災
に
よ
る
損

害
だ
け
で
な
く
、落
雷
や
風
災
、雪
災
、ひ
ょ
う
災
、

水
災
な
ど
の
自
然
災
害
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
保
険
の
「
水
災
補
償
」
で
は
、
建
物
や
家

財
を
そ
れ
ぞ
れ
保
険
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
水
災
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
こ
ろ
に
住
む

場
合
は
、
水
災
補
償
も
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

水
災
の
損
害
保
険
金
支
払
い
で
は
、一
般
的
に
次

の
ど
ち
ら
か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①�

床
上
浸
水
ま
た
は
地
盤
面
か
ら
45
ｃ
ｍ
を
超
え

る
浸
水
が
あ
っ
た
場
合

②�

損
害
割
合
が
建
物
ま
た
は
家
財
の
時
価
も
し
く

は
再
調
達
価
額
（
同
等
の
物
を
新
た
に
建
築
、

あ
る
い
は
購
入
す
る
の
に
必
要
な
金
額
）
の

30
％
以
上
で
あ
る
場
合

　

地
震
や
噴
火
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
津
波
に
よ
る

損
害
は
火
災
保
険
で
は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

「
地
震
保
険
」
も
加
入
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
車
の
損
害
は
、
自
動
車
保
険

に
車
両
保
険
を
付
帯
す
る
こ
と
で
補
償
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、こ
ち
ら
も
地
震
や
噴
火
、
津
波

に
よ
る
損
害
は
対
象
外
で
す
の
で
、
備
え
る
の
で

あ
れ
ば
地
震
特
約
を
付
帯
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
保
険
は
火
災
保
険
に
付
帯
す
る
方
式
で

の
契
約
で
す
の
で
、
火
災
保
険
へ
の
加
入
が
前

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
防
災
資
料
も
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
洪
水
や
土
砂
災
害
、

高
潮
、
津
波
を
一
つ
の
地
図
に
統
合
し
た
「
統
合

型
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
建
物
で
す
。水
害
の
場
合
は
、避
難
指
示
が

出
て
か
ら
で
も
避
難
で
き
ま
す
が
、
地
震
の
場
合

は
事
前
の
予
知
が
難
し
い
た
め
建
物
を
「
耐
震
」

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば

「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

の
耐
震
等
級
で
最
も
高
い
「
耐
震
等
級
３
」
を

満
た
せ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
６
年
発
生
の
熊
本
地
震
で
は
、
熊
本
県

益ま
し
き城

町
で
震
度
７
の
地
震
が
連
発
し
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
「
熊
本
地
震
に
お
け
る
建
築
物
被
害
の

原
因
分
析
を
行
う
委
員
会
」
報
告
書
に
よ
る
と
、

耐
震
等
級
３
の
建
物
は
８
割
以
上
が
被
害
な
し
で
、

残
り
も
軽
微
な
被
害
で
済
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
等
級
３
の
住
宅
に
す
る
と
、
間
取
り
に
制

限
が
生
じ
た
り
、
費
用
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、

地
震
保
険
の
保
険
料
が
50
％
に
な
り
、
一
部
の
住

宅
ロ
ー
ン
で
は
金
利
が
優
遇
さ
れ
ま
す
。
他
に

も
、
耐
震
等
級
２
以
上
が
求
め
ら
れ
る
長
期
優
良

住
宅
に
認
定
さ
れ
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
額

が
増
え
る
、
固
定
資
産
税
や
不
動
産
取
得
税
が
軽

減
さ
れ
る
な
ど
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ち
な
み
に
、
既
存
住
宅
の
耐
震
性
向
上

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
に
は
、
住
宅
性
能
に
応
じ

て
１
０
０
万
～
２
５
０
万
円
の
範
囲
内
で
補
助
金

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
耐
震
費
用
を
抑
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
就
寝
中
に
被
災
し
て
も
命
が
守
れ
る

よ
う
、
寝
室
だ
け
で
も
耐
震
補
強
を
す
る
と
良
い
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料
を
試
算
で
き
ま
す
。

　

地
震
保
険
料
に
つ
い
て
も
２
０
２
２
年
10
月
に

改
定
が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
、
全
国
平
均
で
０
・

７
％
値
下
げ
さ
れ
ま
す
。
近
年
の
地
震
保
険
料
の

改
定
を
振
り
返
る
と
、２
０
１
７
年
（
＋
５・１
％
）、

２
０
１
９
年
（
＋
３・８
％
）、２
０
２
１
年
（
＋
５・

１
％
）
と
３
度
改
訂
が
行
わ
れ
、
全
般
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
地
震
保

険
料
改
定
は
、
値
上
げ
要
因
よ
り
値
下
げ
要
因
の

方
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
全
国
平
均
で
は
値
下
げ

と
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
地
震
の
発
生
頻
度
が

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
耐
震
性
の
高
い
住
宅
の

普
及
が
値
下
げ
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
別
の
地
震
保
険
料
改
定
率
は
「
都

道
府
県
」
と
「
建
物
の
構
造
区
分
（
イ
構
造
・
ロ

構
造
）」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
今

回
の
改
定
で
は
、
最
大
の
値
上
げ
率
は
＋
29
・
９
％

（
イ
構
造
の
茨
城
県
、埼
玉
県
、徳
島
県
、高
知
県
）、

最
大
の
値
下
げ
率
は

－

47
・
２
％（
ロ
構
造
の
大
分

県
）と
な
り
ま
す
【
図
表
３
】。
地
域
に
よ
っ
て
は
、

負
担
の
大
き
い
地
震
保
険
で
す
が
、耐
震
や
免
震
の

建
物
で
あ
れ
ば
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
し
、
１
年

超
の
長
期
契
約
で
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。
年
末
調

整
時
な
ど
に
地
震
保
険
料
控
除
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

地
震
保
険
は
、
損
害
の
規
模
等
に
も
よ
り
ま
す

が
、
比
較
的
支
払
い
が
早
く
、
実
際
、
私
の
自
宅

が
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
と
き
も
、
損
害
鑑
定
を

受
け
て
か
ら
３
日
程
度
で
振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

家
を
建
て
直
し
た
り
修
理
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、

地
震
後
の
生
活
再
建
の
た
め
の
準
備
に
も
な
り
ま

す
し
、
必
要
な
保
険
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

火
災
保
険
や
地
震
保
険
に
関
す
る

最
近
の
動
き

　

最
後
に
、
火
災
保
険
と
地
震
保
険
の
最
近
の
状

況
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

　

火
災
保
険
は
、
２
０
２
２
年
10
月
１
日
以
降
に

適
用
さ
れ
る
契
約
に
つ
い
て
値
上
げ
さ
れ
る
予
定

で
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
近
年
の
自
然
災
害

の
増
加
と
、
災
害
時
の
倒
壊
リ
ス
ク
が
高
い
中
古

物
件
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
れ
く
ら
い
値
上
げ
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
保

険
料
率
が
全
国
平
均
で
10
・
９
％
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
例
を
挙
げ
る
と
東
京
都
で
は
、
築
10
年
以

上
の
建
物
で
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
Ｍ
構
造
の
場
合

７・３
％
ア
ッ
プ
、
木
造
戸
建
て
な
ど
の
Ｈ
構
造
で

５・９
％
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
詳
細
は
、
損
害
保
険
料

率
算
出
機
構
が
２
０
２
１
年
６
月
16
日
に
発
表
し

た
「
火
災
保
険
参
考
純
率
改
定
の
ご
案
内
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

契
約
期
間
も
最
長
10
年
か
ら
最
長
５
年
へ
短
縮

さ
れ
ま
す
。
火
災
保
険
は
契
約
期
間
が
長
い
方
が

保
険
料
が
安
く
な
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

契
約
期
間
が
最
長
５
年
へ
短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、

実
質
、
保
険
料
が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

地
震
保
険
の
保
険
料
は
、住
ん
で
い
る
地
域
（
都

道
府
県
）
と
建
物
の
構
造
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

財
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
地

震
保
険
制
度
の
概
要
」
で
は
、
保
険
期
間
が
１
年

の
場
合
の
保
険
金
額
１
０
０
０
万
円
あ
た
り
の
保

険
料
の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
損
害
保

険
協
会
に
よ
る
地
震
保
険
特
設
サ
イ
ト
で
も
保
険

あ
っ
た
場
合
に
税
金
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

災
害
減
免
法
は
「
税
額
控
除
」
で
、
計
算
し
た
税

額
か
ら
一
定
金
額
を
控
除
し
ま
す
。
雑
損
控
除
は

「
所
得
控
除
」
で
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
い
た
所
得
金
額
か
ら
控
除
し
ま
す【
図
表
２
】。

こ
の
２
つ
は
重
複
し
て
適
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

有
利
な
方
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
減
免
法
、
雑
損
控
除
の
ど
ち
ら
を
適
用
す
る

に
し
て
も
年
末
調
整
で
手
続
き
さ
れ
ず
、
確
定
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＞＞＞ 住まいとライフプラン　

災害減免法 雑損控除

対象となる
資産

住宅や家財
（損害額が住宅や家財の2分の1
以上の場合に申請可能）

住宅や家財など生活に通常必要な
資産、または災害等に関連する
支出

控除内容 税額控除 所得控除

控除金額

①�所得金額が500万円以下：
　全額
②�所得が500万円～750万円：

2分の1
③�所得が750万円～1000万円：

4分の1

以下の①②のいずれか多いほう
①（災害関連支出の金額－
　　保険金等の額）－ 5万円
②（損害金額+災害等関連支出の金額

－保険金等の額）－
（総所得金額等）×10％

【図表２】災害減免法と雑損控除

出典：財務省「地震保険制度の概要」から試算し作成

【図表３】地震保険料の例（保険金額2000万円・保険期間１年）
建物の構造

地域 イ構造（＊1） ロ構造（＊2）
東京（最も高い保険料のエリアの1つ） 55,000円 82,200円
福岡（最も低い保険料のエリアの1つ） 14,600円 22,400円

＊1　イ構造…耐火建築物・準耐火建築物・省令準耐火建築物等でマンションなど。
＊2　ロ構造…木造建築物等で戸建てなど。


